
 
                         

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

号外 静岡 3区版 

2010年 8月 8日号 

 ～ 期待を実績に！ ～  
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衆院で予算委員会開く。 

「国民の生活が第一。」 めざす。 
衆議院と参議院で２日から５日までそれぞれ、２日間ずつ総理以下全閣僚が出席して予算委員会が

開かれ、民主党からは松原仁、城島光力、伴野豊、山口壯、松野頼久、岡島一正各衆院議員と櫻井充、

辻泰弘、谷岡郁子、植松恵美子各参院議員が、それぞれに菅内閣の目標、来年度予算に関する質問を

行いました。 

 菅直人総理は、自らの政治姿勢、目標に関する質問に、「国民の生活が第一。」と「元気な日本を

復活させる」を大きな目標に、経済成長、財政再建、社会保障改革を一体的に進め、「負担があって

も、誰もが安心でき活力ある社会を目指す。居場所と出番があり元気な日本を目指したい」と答えま

した。 

 さらに、来年度予算については、雇用、経済成長に資する分野、特に需要が多くこれから成長が期

待できる分野である介護・医療・子育てに重点を置きたいとの考えを表明しました。さらに、特別枠

を設け重点配分するとの考えを改めて表明しました。 

 また、野田佳彦財務大臣は、各議員の質問に答えて、税金のムダ遣いを排して、メリハリの利いた

民主党政権らしい予算編成に取り組むとしました。 

民主党静岡県第3区総支部事務所 
 

438-0078 磐田市中泉（御殿）656‐1 

TEL   0538‐39‐1234 

FAX   0538‐39‐1235  

E-mail  n_koyama@aroma.ocn.ne.jp 
 

※ お気軽にご連絡・ご来所ください（磐田駅南口より徒歩 3分）。  

小山 のぶひろ  プロフィール 

12 月 26 日 掛川市（旧小笠郡 大須賀町）生まれ 

大須賀町立横須賀幼稚園 卒業 

磐田市立磐田西小学校 卒業 

磐田市立第一中学校 卒業（水泳部所属） 

磐田市立磐田南高等学校 卒業（弓道部所属） 

早稲田大学 政治経済学部政治経済学科 卒業 

早稲田大学大学院 政治学研修科修士課程 修了 

農林中央金庫（JAバンク）入庫 

農林中央金庫を退職し松下政経塾に入塾 

日本公共政策学会 入会（現在、日本公共政策学会員） 

民主党静岡県第3区総支部長 就任（松下政経塾を自主退塾） 

第 45 回衆議院議員選挙にて初当選 

衆議院議員（財務金融委員会・災害対策特別委員会に所属） 

磐田市中泉（西新町）在住 
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